
令和７年度 思春期ひきこもり支援フォーラムの報告 

                 令和 7 年 10 月 4 日(土)  

令和 7 年 10 月 4 日(土)14:00~16:00 に

福岡市こども総合相談センターで「それで

も僕らはここにいる〜扉を開けた若者た

ちが今、語ること」というタイトルで、思

春期ひきこもり支援フォーラムが実施さ

れました。 

今年はひきこもり当事者の方を中心と

した講義（講演）形式で経験を語っていた

だきました。 

２名の発表者と１名の紙上発表（代読）

という形でした。発表後も、質問に対して

ざっくばらんに話していく、自由な雰囲気

で行われました。 

当日の参加者は 30 から 40 人ほどで、多

くが不登校の経験者やひきこもりの方の

保護者や親族など関係者のようでした。 

大勢の方が参加されていましたが、参加

者の協力のもと、あたたかく、深みのある

話が交換されていました。 

北九州で活動されている柳原さんの司

会で進行されました。発表者の高校時代の

話（周囲となじみにくくて、引きこもりがちになった時のピースフルがあって助かった話）

やピースフルのいいところや改善点、運営の要望なども話し合われました。 

和やかな雰囲気の中でも、会場に来られた多くの方が、頷きながら真剣なまなざしで聞か

れていらっしゃいました。多くの参加者の方々も、

当事者のお話や当時の気持ちなどを聞き、新たな

気づきが多くあったようでした。この思春期ひき

こもり支援フォーラムは毎年開催されているよう

ですので、興味をお持ちの方は、来年度もぜひ参加

されてみてください。 

 


